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○中央市シルク工芸館ふれあい館条例 

平成１８年２月２０日 

条例第１３９号 

(設置) 

第１条 恵まれた自然と地域の特性を生かしつつ、都市及び他地域等との交流による人や心

のふれあいの場の提供と促進を図り、誇りと愛着のもてるふるさとを確立し、もって地域

の活性化に寄与するため、工芸ふれあい館を設置する。 

(名称及び位置) 

第２条 工芸ふれあい館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 中央市シルク工芸館ふれあい館 

位置 中央市大鳥居１６１９番地１ 

(業務) 

第３条 中央市シルク工芸館ふれあい館(以下「施設」という。)は、次に掲げる業務を行う。 

(1) ふるさとに関する実習又は研修に関すること。 

(2) 都市及び他地域住民との交流、情報収集交換等に関すること。 

(3) 中央市の啓蒙
もう

宣伝及びふるさと振興に関すること。 

(4) その他施設の目的を達成するために必要な業務に関すること。 

(指定管理者による管理) 

第４条 市長は、地方自治法(昭和22年法律第67号)第２４４条の２第３項の規定により、市

長が指定する法人その他の団体(以下「指定管理者」という。)にこの施設の管理を行わせ

るものとする。 

(指定管理者の業務の範囲) 

第５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次に掲げるものとする。 

(1) 施設の経営及び運営に関すること。 

(2) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、施設の運営に関して市長が必要と認める業務 

(指定の手続) 

第６条 指定管理者の指定を受けようとするものは、規則で定めるところにより、申請書に
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事業計画書その他の書類を添付して、市長が定める日までに市長に提出しなければならな

い。 

２ 市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、次に掲げる基準により指定管

理者の候補者を選定し、議会の議決を経て指定管理者に指定するものとする。 

(1) 事業計画の内容が、施設の効力を発揮することができるものであること。 

(2) 事業計画の内容が、施設の適正かつ効果的な管理を図ることができるものであるこ

と。 

(3) 事業計画に沿った管理を安定して行うために必要な人的能力及び経理的基礎を有し

ていること。 

(利用の承認) 

第７条 特定の目的をもって施設の利用の承認を受けようとする者は、規則で定めるところ

により、指定管理者の承認を受けなければならない。 

(利用の制限) 

第８条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、施設の利用を承認せず、又

は承認を取り消し、若しくは施設から退去させることができる。 

(1) 長時間にわたる継続利用等により他の利用を妨げ、又は設備附属物をき損するおそ

れがあると認められるとき。 

(2) 管理上支障があると認められるとき。 

(3) その他指定管理者が適当でないと認めたとき。 

(利用料金) 

第９条 施設を利用するものは、別表に定める利用料金を指定管理者に納付しなければなら

ない。ただし、指定管理者は、特に必要と認めるときは、市長の承認を得て利用料金を減

額し、又は免除することができる。 

２ 前項の規定により納付された利用料金は、指定管理者の収入とする。 

(修復費用の負担) 

第１０条 利用者は、故意又は過失によって施設を破損し、又は汚損した場合は、その修理

又は補充に要する費用について、指定管理者と協議して、市長が定める額を負担しなけれ

ばならない。 

(指定管理者が行う個人情報の取扱い) 



3 

第１１条 指定管理者は、個人情報(個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第57号)第

２条第１項に規定する個人情報をいう。以下この条において同じ。)の漏えい、滅失又はき

損の防止その他個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 施設の業務に従事している者又は従事していた者は、その業務に関して知り得た個人情

報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。 

(令4条例18・一部改正) 

(市長の指示等) 

第１２条 市長は、指定管理者に対して施設の管理等に関し必要に応じて報告を求め、実地

に調査し、又は必要な指示をすることができる。 

２ 市長は、前項の指示に指定管理者が従わないとき、その他当該指定管理者の継続が適当

でないと認めるときは、当該指定を取り消し、又は管理業務の全部若しくは一部を停止さ

せることができる。 

(事業報告書の提出) 

第１３条 指定管理者は、毎年度終了後２月以内に、次に掲げる事項を記載した事業報告書

を作成し、市長に提出しなければならない。ただし、年度の途中において指定管理者の指

定を取り消された場合にあっては、その取り消された日から２月以内に当該年度の当該日

までの事業報告書を提出しなければならない。 

(1) 第５条各号に掲げる業務の実施の状況 

(2) 施設の管理の業務に係る収支の状況 

(3) 利用料金の収入の状況 

(4) 前３号に掲げるもののほか、施設の管理の状況を把握するために市長が必要と認め

る書類 

(運営委員会) 

第１４条 市長は、施設の運営上必要と認めるときは、中央市シルク工芸館ふれあい館運営

委員会(以下「委員会」という。)を置くことができる。 

２ 委員会の組織は、別に定める。 

(委任) 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 
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(施行期日) 

１ この条例は、平成１８年２月２０日から施行する。 

(経過措置) 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の豊富村シルク工芸館ふれあい館設置及び管

理に関する条例(平成8年豊富村条例第13号)の規定によりなされた処分、手続その他の行

為は、この条例の相当規定によりなされた処分、手続その他の行為とみなす。 

附 則(平成19年条例第13号) 

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則(平成25年条例第24号)抄 

(施行期日) 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

(中央市シルク工芸館ふれあい館条例の一部改正に伴う経過措置) 

５ 第４条の規定による改正後の中央市シルク工芸館ふれあい館条例別表の規定は、この条

例の施行の日以後の利用に係る利用料について適用し、同日前の利用に係る使用料につい

ては、なお従前の例による。 

附 則(令和元年条例第3号)抄 

(施行期日) 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

(中央市シルク工芸館ふれあい館条例の一部改正に伴う経過措置) 

７ 第６条の規定による改正後の中央市シルク工芸館ふれあい館条例別表の規定は、この条

例の施行の日以後の利用に係る利用料金について適用し、同日前の利用に係る利用料金に

ついては、なお従前の例による。 

附 則(令和4年条例第18号)抄 

(施行期日) 

１ この条例は、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律(令和3年法

律第37号)附則第１条第７号に掲げる規定(同法第５１条の規定に限る。)の施行の日から

施行する。 

附 則(令和4年条例第18号)抄 

 この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日から施
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行する。 

別表(第９条関係) 

(令元条例3・全改、令和6条例12・全改) 

施設の

種類 

利用区分 利用料金 備考 

基本料金 超過料金 

研修室 宿泊利

用 

和室(８

畳) 

１室１人利用の場

合 １人１泊 

５，７００円 

１室２人以上利用

の場合 １人１泊 

５，０００円 

翌日午前１０時を

超えた場合 １人

１時間ごと ２２

０円 

翌日午後４時を超

えた場合 １人１

泊の基本料金 

１ １泊とは、午後４時か

ら翌日の午前１０時まで

をいう。 

２ 宿泊利用料金には浴室

利用料金を含む。 

３ 幼児等で寝具を必要と

する場合は、１人とみな

す。 

４ 宿泊利用は、予約制と

する。 

５ 宿泊予定日の前日以内

でのキャンセルは、キャ

ンセル料として１人１，

０００円のキャンセル料

を徴収する。 

６ 超過料金を算出する場

合で、当該算出の基礎と

なる時間に１時間未満の

端数を生じたときは、こ

れを1時間とする。 

和室(１０

畳) 

洋室(１５

畳) 

１室１人利用の場

合 １人１泊 

５，１３０円 

１室２人以上利用

の場合 １人１泊 

４，５００円 

洋室(１８

畳) 

研修室

等 

研修利

用 

和室(８

畳) 

３時間 ５，７１

０円 

３時間を超える１

時間ごと １，０

５０円 

１ 超過料金を算出する場

合で、当該算出の基礎と

なる時間に1時間未満の

端数を生じたときは、こ

れを１時間とする。 

２ 研修利用料金には、浴

室利用料金を含む。 

３ 宿泊者が研修目的によ

り宿泊時間とは別に研修

室を利用する場合は、超

過料金を徴収しない。 

  和室(１０

畳) 

３時間 ７，１３

０円 

  洋室(１５

畳) 

３時間 ９，６３

０円 

３時間を超える１

時間ごと １，５

７０円 洋室(１８

畳) 

３時間 １１，５

５０円 

多目的室

１ 

３時間 １５，９

６０円 

３時間を超える１

時間ごと ２，１

００円 多目的室

２ 

３時間 １１，４

００円 

浴室 入浴 大人(中学生以上) ６００円 

小人(小学生) ３１０円 

幼児 無料 

 

 


